
海を照らす灯台のなかまたち  

～渡ノ瀬灯標（わたりのせとうひょう）～ 

 

 渡ノ瀬灯標は、宇和海北部からフブシノ瀬戸を航過して宇和海南

部へ至る航路上に位置していて、御五神島・寝床島と竹ヶ島の中間

にあり、この海域は漁船による操業も盛んです。 

 

 

 

 

【渡ノ瀬灯標】 

渡ノ瀬灯標 



 渡ノ瀬は水深約１．１メートルの暗礁で、周囲の水深は７０～９

０メートルありますので、船舶の航行上、危険な障害物であり、航路

標識の必要性が高かったことから、１９６５年（昭和４０年）、「渡ノ

瀬立標」として建設されました。 

 

【渡ノ瀬立標（１９６５年頃）】 

 

立標は、干出岩や暗礁、浅瀬などに建てられる標柱で、灯火が点か

ず、夜間に利用することが難しいため、近年では基数が減少してい

ます。 

 １９７８年（昭和５８年）、国際的な統一ルールを採用した浮標式

を我が国も導入し、１９８６年（昭和６１）に渡ノ瀬立標も頭標の取



付けと塗色の変更が行われました。（孤立障害標識） 

 



 ２００３年（平成１５年）には、海域利用者の要望等を受け、灯器

や電源を設置のうえ、灯火を点灯させて「渡ノ瀬灯標」となりまし

た。 

 

 

【灯標全景】 



 この灯標の巡回・保守は、うねり等の海象条件が厳しく、また、灯

標自体も職員１名分の点検スペースしかないことから、宇和島海上

保安部管内で難易度上位の標識となっています。 

 

 

【点検中の交通課職員】 

 

 

 

 



○渡ノ瀬灯標要項 

所在地   愛媛県宇和島市（渡ノ瀬） 

頭 標   黒色球形２個（縦掲） 

塗色・構造 黒地に赤横帯１本塗、柱形（鉄造） 

灯 質   群せん白光 毎５秒に２せん光 

光達距離  3.5 海里（約 6.5 ㎞） 

高 さ   地上から構造物の頂部まで 6.82ｍ 

 平均水面上から灯火まで  6.17ｍ 


